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の
で
き
な
い
水
行
政
に
つ
い
て
の
管

理
者
の
理
念
は
。

②
昭
和
６１
年
か
ら
平
成
１３
年
ま
で
大

型
公
共
事
業
を
行
い
経
費
も
膨
ら
み

値
上
げ
を
し
な
い
と
や
っ
て
い
け
な

い
と
思
う
が
、
１０
〜
２０
年
の
計
画
は
。

③
水
道
局
の
再
生
プ
ラ
ン
も
掲
示
さ

れ
な
い
ま
ま
各
家
庭
の
蛇
口
と
直
結

し
て
い
る
坂
口
浄
水
場
の
水
づ
く
り

の
運
転
を
民
間
委
託
す
る
と
い
わ
れ

る
。
市
内
県
内
に
受
け
る
業
者
も
な

く
１１
人
の
合
理
化
で
年
約
２
千
３
百

万
円
の
効
果
を
得
る
と
い
う
。
額
は

動
き
孫
･
子
の
代
に
は
高
く
も
な
る
。

市
民
の
安
心
安
全
を
守
っ
て
い
く
た

め
に
は
、
行
政
が
責
任
持
っ
て
最
良

の
水
質
で
運
転
す
べ
き
で
あ
る
。
民

託
か
行
政
か
市
民
に
問
う
べ
き
。

総
務
部
長

a
地
方
自
治
法
２
６
０
条

の
２
第
１４
項
の
規
定
に
該
当
し
な
い

た
め
取
消
さ
な
い
。
先
ず
は
町
内
会

の
内
部
で
話
合
い
、
結
論
を
導
い
て

い
た
だ
き
た
い
。

ッ
ク
の
作
成
な
ど
に
取
り
組
ん
だ
。

第
７
に
市
民
の
目
線
に
立
っ
た
市

役
所
を
目
指
し
て
い
る
。
職
員
の
自

主
的
な
取
り
組
み
等
、
活
気
あ
る
職

場
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

以
上
、
い
ず
れ
も
道
半
ば
で
あ
り
、

特
に
第
４
次
行
革
の
達
成
と
、
新
幹

線
等
を
生
か
し
た
地
域
の
活
性
化
が

重
要
課
題
だ
と
考
え
る
。

s
教
育
委
員
会
と
し
て
も
、
駐
車
場

は
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
今

後
、
地
元
町
内
会
を
含
め
関
係
機
関

等
と
調
整
を
行
い
、
地
元
の
方
々
の

意
向
に
沿
う
よ
う
な
解
決
策
を
図
っ

て
い
き
た
い
。

（
そ
の
他
の
質
問
事
項
）

・
松
原
駅
整
備
事
業
に
つ
い
て

松
崎
鈴
子
議
員

a
総
務
行
政
に
つ
い
て

地
縁
団
体
認
可
申
請
取
消
に
つ
い
て

横
山
頭
町
内
会
が
地
縁
団
体
認
可

申
請
し
て
い
る
土
地
は
、
総
有
地
で

は
な
く
共
有
地
で
あ
る
。
市
は
裁
判

の
結
果
を
受
け
虚
偽
の
申
請
を
そ
の

ま
ま
認
可
し
て
い
る
の
は
不
正
を
認

め
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
即
刻
取
消

す
べ
き
で
あ
る
。

s
水
道
行
政
に
つ
い
て

①
上
下
水
道
統
合
し
行
革
し
た
。
が
、

市
民
生
活
と
一
刻
も
切
り
離
す
こ
と

市
長
　
s
①
今
年
４
月
に
上
下
水
道
を

統
合
し
、
企
業
と
し
て
の
経
済
性
を

発
揮
し
地
方
公
営
企
業
本
来
の
目
的

で
あ
る
公
共
の
福
祉
を
増
進
す
る
た

め
の
体
制
が
ほ
ぼ
整
っ
た
と
考
え
る
。

今
後
は
一
層
の
水
事
業
の
一
元
化
に

向
け
積
極
的
に
取
り
組
み
た
い
。

②
日
々
の
業
務
に
つ
い
て
の
見
直
し

と
正
し
い
現
状
認
識
に
努
め
、
確
か

な
将
来
計
画
の
立
案
と
実
行
に
よ
り
、

さ
ら
な
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に

努
め
る
。

水
道
事
業
管
理
者

現
在
経
営
健
全
化

計
画
策
定
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い

る
。
市
民
に
も
、
経
営
内
容
等
に
つ

い
て
し
っ
か
り
周
知
し
て
い
き
た
い
。

③
全
面
委
託
で
は
な
く
、
運
転
管
理

の
委
託
で
あ
る
。
委
託
に
よ
り
高
度

の
有
資
格
者
が
駐
在
す
る
う
え
、
監

視
業
務
の
市
職
員
は
課
長
以
下
７
名

が
残
る
。
今
ま
で
以
上
に
安
全
を
守

る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。

民
間
委
託
は
、
管
理
者
の
役
目
と

し
て
、
経
営
上
、
安
全
上
最
善
の
方

法
と
判
断
し
た
。

小
林
世
治
議
員

a

福
祉
行
政
に
つ
い
て

養
育
費
請
求
を
国
が
支
援
、
来
年

度
セ
ン
タ
ー
創
設
、
手
続
き
代
行
。

そ
の
内
容
は
、
母
子
家
庭
が
離
婚
し

た
夫
か
ら
養
育
費
を
き
ち
ん
と
受
け

取
れ
る
よ
う
手
続
き
を
助
け
る
も
の

で
、
国
内
初
の
「
養
育
費
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
」
を
２
０
０
７
年
度
に
創

設
す
る
方
針
を
固
め
、
同
年
度
予
算

に
１
億
５
千
万
の
費
用
を
求
め
た
。

離
婚
母
子
家
庭
が
急
増
し
不
況
に
よ

る
養
育
費
不
払
い
が
深
刻
化
し
、
取

得
し
て
い
る
家
庭
は
５
分
の
１
以
下

と
い
わ
れ
て
い
る
。
離
婚
母
子
家
庭

の
救
済
の
見
地
か
ら
、
こ
の
情
報
を

ど
こ
ま
で
把
握
し
て
い
る
の
か
問
う
。

s

教
育
行
政
に
つ
い
て

ふ
じ
み
野
市
営
プ
ー
ル
で
蓋
が
外

れ
た
吸
水
口
に
小
２
の
女
児
が
吸
い

込
ま
れ
死
亡
し
た
。
監
視
員
は
「
吸

水
口
の
近
く
は
危
険
だ
か
ら
近
づ
か

な
い
よ
う
に
」
と
注
意
を
し
て
い
た

が
、
子
ど
も
た
ち
は
遊
び
に
夢
中
に

な
る
と
忘
れ
て
し
ま
う
の
は
当
然
で

あ
る
。
吸
水
口
の
付
近
監
視
を
怠
っ

た
、
ま
さ
に
人
為
的
ミ
ス
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、
本
市
小
学
校
及
び
市
施

設
の
プ
ー
ル
の
安
全
管
理
体
制
を
問

う
。

市
長

a

仮
に
予
算
が
計
上
さ
れ
る
と

な
る
と
、
県
の
母
子
家
庭
等
自
立
促

進
セ
ン
タ
ー
に
嘱
託
員
１
名
を
配
置

す
る
こ
と
を
検
討
さ
れ
る
と
聞
い
て

い
る
。

大
村
市
に
お
い
て
は
２０
年
前
か
ら

母
子
自
立
支
援
相
談
員
を
配
置
し
、

離
婚
の
養
育
費
相
談
は
も
と
よ
り
生

命
と
直
結
す
る

坂
口
浄
水
場
の

民
間
委
託
反
対
!!
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離
婚
母
子
家
庭
の
養
育
費
、
取
得
手
段
国
が

援
助
と
あ
る
が
本
市
の
対
応
を
問
う
。
埼
玉

県
ふ
じ
み
野
市
で
プ
ー
ル
事
故
発
生
、
小
学

２
年
女
児
死
亡
、
本
市
の
安
全
管
理
体
制
を

問
う
。

運転管理の業務委託が予定されている
坂口浄水場




